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２ 泉区・戸塚区 区境道路の安全対策工事
泉区（領家1、2丁目）と戸塚区（上矢部町、鳥が丘）の区境道路、

約700ｍの区間にて、歩行者安全対策として区画線工事を行いました。
当該道路は中田さちが丘線の抜け道として、スピードを出す車両が

多く、地元から「道路沿いに歩く歩行者が危険」との声がありました。
そのため、令和５年３月に路肩の拡幅および中央線の抹消を行い、歩
行空間の確保、通行車両の速度抑制対策を実施しました。
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１ 主要地方道横浜伊勢原（立場地区）電線共同溝整備工事
主要地方道横浜伊勢原（通称：長後街道）（立場地区）では道路延長900ｍ、整備延長1800ｍの

区間に電線共同溝を整備する無電柱化事業を進めています。令和４年度は試掘工事と約230ｍの電線
共同溝設置工事が完了しました。令和５年度は引き続き約400mの電線共同溝設置工事を行います。

いずみ中央駅

立場駅

主要地方道横浜伊勢原（立場地区） L＝900ｍ

R5 電線共同溝設置工事
L＝約400ｍ（予定）
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特殊部の建込状況工場検査の状況



３ 赤坂橋直下の遊歩道開通
環状４号線に接続する和泉町第４４９号線は、平成２８年に赤坂橋が開通しましたが、その後も、

仮橋の撤去、付け替え道路の整備等を順次進めてきました。令和４年度は、和泉川沿いの遊歩道の整備
を行い、令和５年３月２９日、遊歩道が開通しました。

赤坂橋
交差点 赤坂橋

今回整備した遊歩道は、健康みちづくり事業の
コースにも指定されています※2。
ウォーキングなどにも、ぜひご利用ください！

開通した遊歩道

写真

※2 健康みちづくり事業 ルートNo.1７ 水と緑の地域資源に親しむ和泉川遊歩道ルート
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/doro/jigyo_kikaku/kenmichi/kenmichi.files/0033_20210326.pdf

４ 和泉町地内応急復旧工事
令和４年６月、瀬谷区阿久和西三丁目周辺を源流とし泉区和泉町（大坪橋下流）で和泉川に合流する

水路にて、水路上法面の崩壊および水路躯体の破損を発見しました。隣接地権者等と復旧について調整
しながら、令和５年３月に応急復旧工事が完了しました。本復旧についても検討を進めています。

損傷状況 コルゲート管布設 流動化処理土打設 応急工事完了

５ 小学校と連携し、河川愛護をPR
和泉川・阿久和川には、河川愛護のPRポスターを掲示する場所が設けられています。

令和４年度は、和泉小学校・新橋小学校の「総合的な学習の時間」の一環で、和泉川・阿久和川に設置
されたポスターの更新を行いました。なお、新橋小学校の取組は、地域情報誌にも掲載されました。



６ 公園の再整備・改良

泉土木では98箇所の公園を管理しており、年間

10公園程度の再整備・改良を行っています。

令和５年度は、７公園で複合遊具の更新・改良や

園路や給排水施設の再整備・改良を行います。

遊具の更新にあたっては、設置経過年数や利用状

況に応じて、概ね15年から20年を目途に実施して

います。

８ ＧＲＥＥＮ×ＥＸＰＯ2027
機運醸成の取り組み

７ 公園愛護会の取り組み

～ 公園愛護会からひと言 ～
・近所のみなさんに大切に使っていただいています。
・土木事務所の職員から「ぞうさんジョウロ」の取組を教えてもらって導入し

ました。毎日の水やりを日課にしている方もいますよ。

「GREEN×EXPO 2027」の機運醸成のため、公

用車に貼り付けるマグネットの作成を行いました。

今後は、泉区ならではの機運醸成の取組を検討し

ていきます。

岡津宮ノ谷公園（平成１４年設置）

夏場の水やりに悩んでいた公園愛護会のメンバーが

考案した「ぞうさんジョウロ」。現在、２か所の公園

に設置されており、公園利用者の方にも大変好評です。

幼稚園に入る前まで毎日のように水やりに来ていたお

子さんもいます。

広報よこはま（泉区版）８月号でも取り上げました

ので、区内に拡大してくことが期待されます。

９ キャリア教育プログラムの受け入れ

８月16日(水)から8月18日(金)の３日

間、キャリア教育プログラム（旧イン

ターンシップ）の受け入れを行いました。

参加した大学生からは、「限られた予

算のなかで市民からの要望に応えていく

ことの難しさと重要性を認識。」、「技

術者として適切に判断し、市民対応する

ことが必要。」等の感想を頂きました。
管更生工事現場公園遊具点検



10 公共下水道による浸水対策

11 和泉町第二公園を活用した大規模雨水幹線整備

これまで進めてきた雨水幹線整備

等により大規模な浸水被害の発生は

少なくなってきていますが、市街化

に伴い下流への負荷が増え、既存排

水施設では対応できない箇所も存在

しています。

上飯田町においては、令和３年

11月より環境創造局管路整備課発

注の浸水対策工事に着手し、本年６

月に完了しました。長期間の通行規

制にご協力いただき、ありがとうご

ざいました。

和泉町第二公園では、令和４年５

月から公園の一部を活用して「中和

田雨水幹線下水道整備工事」が実施

されています。今後は、広報よこは

ま（泉区版）においても本工事を紹

介させていただきます。
和泉町第二公園内立坑内部

管きょ布設工仮設通路

12 吹上げ式雨水幹線における排水ポンプ
東中田第二雨水幹線は、平成16年の台風を契機に事業着手し平成23年度の完成以降、宇田川

流域の浸水安全度の大きく貢献しています。

東中田第二雨水幹線は、降雨時は上流水路と宇田川の水位差により自然に排水が可能ですが、降雨

終了後は次の降雨に備えるため、管きょ内を空にするために排水ポンプで強制排水を行っています。

台風や集中豪雨に備え、本年５月に排水ポンプの点検を行い、問題が生じていないことを確認しま

した。

地下鉄
ブルーライン

宇田川

上流水路

東中田第二雨水幹線

排水ポンプ

P

排水ポンプ点検

下水道は

水害から街を守っ
ているんだね！

本誌に関するお問合せ先

横浜市 泉区 泉土木事務所 Tel 045-800-2532


